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市
で
は
、
「
火
の
用
心　

こ

と
ば
を
形
に　

習
慣
に
」
を
統

一
標
語
と
し
た
毎
年
３
月
１
日

か
ら
３
月
７
日
に
実
施
す
る「
春

の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
に
合

わ
せ
て
、
市
内
巡
回
や
住
宅
防

火
診
断
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
同
運
動
期
間
中
に
は
、
全

国
山
火
事
防
止
運
動
、
車
両
火

災
予
防
運
動
も
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
消
火
器
や
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
・
取
り

扱
い
な
ど
を
確
認
し
、
火
災
予

防
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。期

間
中
の
主
な
行
事

◆
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

市
内
の
小
・
中
学
生
の
描
い

た
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま

す
。

○
と　

き　

３
月
７
日
（
水
）

ま
で
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
（
土
曜
・
日
曜
日

１５

は
除
く
）

○
と
こ
ろ　

市
消
防
庁
舎
４
階

展
示
コ
ー
ナ
ー

◆
街
頭
広
報

　

火
災
予
防
に
関
す
る
チ
ラ
シ

な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

○
と　

き　

３
月
２
日
（
金
）

○
と
こ
ろ　

小
田
急
線
座
間
駅
・ 

相
武
台
前
駅

火
災
の
原
因

　

市
内
で
は
、
放
火
お
よ
び
放

火
の
疑
い
、
配
線
火
災
を
原
因

と
す
る
火
災
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

放
火
に
よ
る
火
災

　

放
火
に
よ
る
火
災
は
、
不
特

定
の
者
が
出
入
り
で
き
る
人
目

に
付
か
な
い
場
所
で
発
生
す
る

こ
と
が
多
く
、
建
物
と
そ
の
周

辺
の
物
に
放
火
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
深
夜
か
ら
明
け
方
に

か
け
て
の
発
生
が
特
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

放
火
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
予
防
対
策
が

重
要
で
す
。
火
災
に
対
す
る
危

機
感
を
持
ち
、
地
域
の
住
民
同

士
で
協
力
し
て
予
防
対
策
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

◆
予
防
対
策

　●
 

家
の
周
り
を
整
理
整
頓
す
る
。

　●
 

死
角
と
な
る
場
所
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

　●
 

物
置
や
倉
庫
な
ど
、
普
段
人

が
い
な
い
場
所
に
は
鍵
を
か
け

る
。

配
線
火
災

　

配
線
火
災
は
、
ほ
こ
り
を
原

因
と
し
て
発
生
す
る
場
合
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
ン

ト
周
り
を
定
期
的
に
清
掃
し
、

ほ
こ
り
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
プ
ラ
グ

が
脱
落
し
て
い
な
い
か
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◆
予
防
対
策

　●
 

「
タ
コ
足
配
線
」を
し
な
い
。

　●
 

コ
ン
セ
ン
ト
の
清
掃
、
プ
ラ

グ
の
確
認
を
す
る
。

設
置
し
ま
し
た
か

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
感

知
器
を
壁
や
天
井
に
取
り
付
け

る
こ
と
で
、
火
災
の
初
期
に
発

生
す
る
熱
や
煙
を
感
知
し
、
警

報
音
や
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
、

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
を
減
ら

す
も
の
で
、
消
防
法
に
よ
っ
て

全
て
の
住
宅
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

設
置
の
有
無
だ
け
で
な
く
、

電
池
切
れ
な
ど
の
点
検
も
定
期

的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
設

置
基
準
な
ど
詳
し
く
は
、
担
当

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
適
正

に
設
置
し
た
場
合
、
各
保
険
会

社
の
火
災
保
険
な
ど
の
割
引
や

助
成
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
保
険

会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。悪

質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
を

　

消
防
署
の
職
員
が
住
宅
用
火

災
警
報
器
な
ど
の
物
品
を
販
売

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
に
市
内
で
は　

件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
火
災
の
危
険
性
を
把
握
し
、
火
災
に

２９

２１

遭
わ
な
い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

担
当 

消
防
本
部
予
防
課　

1
0
4
6（
2
5
6
）2
1
8
7　

5
0
4
6（
2
5
6
）3
2
2
5

春春
のの
全全
国国
火火
災災
予予
防防
運運
動動

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月
に

２４

座
間
市
環
境
基
本
条
例
を
施
行

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

毎
年
「
座
間
市
環
境
基
本
計
画

年
次
報
告
書
」
を
作
成
し
て
お

り
、
こ
の
た
び
「
座
間
市
環
境

基
本
計
画
年
次
報
告
書
（
平
成

　

年
度
実
績
報
告
）
」
を
刊
行

２８し
ま
し
た
。
同
報
告
書
は
市
役

所
４
階
環
境
政
策
課
の
他
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
活
用
く
だ
さ
い
。

座
間
市
環
境
基
本
計
画

年
次
報
告
書
概
要

　

座
間
市
環
境
基
本
計
画
は
、

市
の
望
ま
し
い
環
境
像
を
実
現

す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
６

分
野
の
「
基
本
目
標
」
を
設
定

す
る
と
と
も
に
、
環
境
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
と

基
本
目
標
の
達
成
状
況
の
目
安

と
な
る
、
「
重
点
的
な
環
境
目

標
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
年

次
報
告
書
は
、
目
標
の
達
成
状

況
や
実
績
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
資
料
編
と
し

て
、市
内
に
お
け
る
大
気
汚
染
、

水
質
汚
濁
、
騒
音
、
振
動
、
地

下
水
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
状

況
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

事
業
所
や
防
災
組
織
な
ど
で

応
急
手
当
て
を
説
明
す
る
「
応

急
手
当
普
及
員
」
を
養
成
す
る

講
座
を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　

３
月
７
日
（
水
）

〜
９
日
（
金
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
３
日
間
）

○
と
こ
ろ　

市
消
防
庁
舎
４
階

救
急
講
習
室

○
対　

象　

中
学
生
以
上
、
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
普

通
・
上
級
救
命
講
習
修
了
者

　

※
子
ど
も
連
れ
で
の
受
講
は

で
き
ま
せ
ん
。

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

○
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
昼
食

○
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
担
当
へ

　

心
肺
が
停
止
し
た
人
と
居
合

わ
せ
た
と
き
に
応
急
手
当
て
の

知
識
が
あ
れ
ば
、命
を
救
う「
救

命
処
置
」
が
行
え
ま
す
。
応
急

手
当
て
は
、
難
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
応
急
手
当
て
の

方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

○
と　

き　

３
月　

日
（
日
）

１１

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

（
午
後
１
時　

分
か
ら
受
け

１５

付
け
）

○
と
こ
ろ　

市
消
防
庁
舎
４
階

救
急
講
習
室

○
内　

容　

応
急
手
当
の
重
要

性
、
人
工
呼
吸
、胸
骨
圧
迫
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
、
大
出
血
時

の
止
血
法
習
得

○
対　

象　

中
学
生
以
上
、
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

　

※
子
ど
も
連
れ
で
の
受
講
は

で
き
ま
せ
ん
。

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

○
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
担
当
へ

担
当 

消
防
管
理
課　

1
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
1

 

5
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
5

応応
急急
手手
当当
普普
及及
員員
講講
習習

担
当 

消
防
管
理
課　

1
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
1

 

5
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
5

普普
通通
救救
命命
講講
習習

　

市
で
は
、
登
録
し
た
団
体
が

行
っ
た
環
境
美
化
活
動
に
対
し

て
報
奨
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
登
録
を
し
た
団

体
が
地
域
の
清
掃
活
動
な
ど
を

行
っ
た
場
合
、
そ
の
活
動
に
応

じ
て
報
奨
金
を
交
付
す
る
も
の

で
す
。報
奨
金
を
受
け
る
に
は
、

事
前
に
団
体
登
録
な
ど
が
必
要

で
す
。
平
成　

年
度
に
活
動
を

３０

行
う
場
合
は
、
３
月　

日（
金
）

３０

ま
で
に
団
体
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
登
録
で
き
る
団
体
】

　

市
民
で
構
成
さ
れ
た　

人
以

１０

上
の
団
体
ま
た
は
市
内
の
店
舗

で
営
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
者

で
構
成
さ
れ
た　

人
以
上
の
団

１０

体

担
当 

資
源
対
策
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
9
8
5

 

5
0
4
6（
2
5
2
）7
6
1
6

環環
境境
美美
化化
活活
動動
にに
報報
奨奨
金金
をを
交交
付付

胸骨圧迫の様子

住宅用火災警報器

担
当 

環
境
政
策
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
6
7
5

 

5
0
4
6（
2
5
7
）7
7
4
3

「「
座座
間間
市市
環環
境境
基基
本本
計計
画画
年年
次次
報報
告告

書書
（（
平平
成成

年年
度度
実実
績績
報報
告告
））
」」
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